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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 6 年 6 月 2 0 日 ( 2 0 2 4 . 6 . 2 0 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 3 / 0 5 4 0 0 5
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 5 5 1 3 1 8 ( P 2 0 2 3 - 5 5 1 3 1 8 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ １ Ｍ 5 0 / 5 9 5 ( 2 0 2 1 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 5 0 / 5 8 6 ( 2 0 2 1 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 0 5 8 7 ( 2 0 1 0 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 0 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 5 0 / 5 3 1 ( 2 0 2 1 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｍ 5 0 / 5 9 5 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 5 0 / 5 8 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 0 5 8 7 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 0 4 　 　 　 Ｗ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 5 0 / 5 3 1 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 1 月 1 8 日 ( 2 0 2 4 . 1 . 1 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ６ は 、 従 来 の 円 筒 形 電 池 １ １ ０ に お け る 図 ３ に 対 応 す る 拡 大 模 式 断 面 図 で あ り 、 図 ７  
は 、 円 筒 形 電 池 １ １ ０ に お け る 図 ５ に 対 応 す る 絶 縁 テ ー プ １ ５ ０ の 貼 付 方 法 に つ い て 説 明  
す る 図 で あ る 。 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 従 来 の 円 筒 形 電 池 １ １ ０ で は 、 基 材 １ ９ １ の  
片 面 全 面 に 均 一 の 厚 さ の 糊 剤 １ ９ ２ が 塗 工 さ れ 、 絶 縁 テ ー プ １ ５ ０ が 均 一 の 厚 さ を 有 す る  
。 し た が っ て 、 正 極 リ ー ド ２ ０ が 接 合 さ れ た 正 極 集 電 体 ６ １ の 一 方 側 面 に お い て 、 第 １ 対  
向 部 １ ７ １ と 正 極 リ ー ド ２ ０ を 含 む 部 分 の 厚 さ と 第 ２ 対 向 部 １ ７ ２ と 正 極 合 剤 層 ６ ２ を 含  
む 部 分 の 厚 さ の 差 （ 図 ６ に Ｃ で 示 す 寸 法 ） が 、 第 ２ 対 向 部 １ ７ ２ の 厚 さ （ 図 ６ に Ｄ で 示 す  
寸 法 ） と 比 較 し て 大 き く な る 。 こ の よ う に 、 従 来 の 円 筒 形 電 池 １ １ ０ で は 、 第 １ 対 向 部 １  
７ １ と 正 極 リ ー ド ２ ０ を 含 む 部 分 の 厚 さ が 大 き く な る だ け で な く 、 Ｃ ≒ Ｄ と す る に は 正 極  
リ ー ド ２ ０ の 厚 さ を 薄 く す る 必 要 が あ る た め 、 正 極 リ ー ド ２ ０ の 電 気 抵 抗 の 低 減 が 困 難 と  
な る 。
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